
白神山地の山々の高地を源流とする藤琴川と粕毛川は、水の純度と軟らかさで知られ、この上なく清

らかである。2 つの川は、藤里町の中心部で合流する。そこから能代市まで南下し、米代川と合流し、日

本海に流れ込む。 

長さ 56.5km の藤琴川の源流は、世界自然遺産白神山地のすぐ外にある藤里町の北の孤峰、藤

里駒ヶ岳（標高 1,158m）にある。たくさんの小さな支流が藤琴川に流れ込み、太良峡を抜けて藤里

町の平地に流れ込む。 

長さ 36km の粕毛川は、二ツ森（標高 1,086ｍ）の山腹斜面に源を発する。粕毛川は、世界自

然遺産白神山地の保護された世界自然遺産コアゾーンにある秋田県で唯一の流域を持つ河川である。

粕毛川はかつて縦横無尽に町に流れ込んでいたが、1970 年に藤里北部に素波里ダムが建設されたこと

で、現在素波里湖がある狭い谷が氾濫し、川の流れが制限されてしまった。 

藤琴川と粕毛川は、水質が高く、海へ自由に行き来できることから、日本語でアユと呼ばれる回遊魚

の生息地として有名である。どちらの川も健康なアユの個体数を維持しているが、素波里ダムができたこと

により、粕毛川のアユの生息地は川の下流に限定されている。  

藤琴川と粕毛川はイワナやヤマメ釣りでも有名である。どちらの川でも入漁許可が必要であり、近隣の

釣具店や、町内の商店などで取得できる。 

また、どちらの川も人気の「沢歩き」スポットであり、ハイカーたちは河床を歩いて渓谷を横断する、暖か

い気候の時期に行われるアクティビティである。道なき道を行くと、かつて人々が白神山地の山々を川や小

川を使って移動していた時代に思いを馳せることができる。 

 


